
　　　　

2026 年 3 月 31 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

誕生会　ひな祭り　端午の節句　七夕　夏祭り　クリスマス　コスプレパーティー　季節の行事に合わせたおやつ作り　トウモロコシ狩り　焼いもパーティー　秋祭り
親子交流会（3月、8月）

様々な活動や遊びの中から、好きなことや得意なことを見つけます。興味・関心を高め、動作や技術の習得に繋げることで、生活の幅を広げる力を育てます。

　一人ひとりに合った方法でコミュニケーション力を伸ばし、必要な場面で意思の表出ができるよう支援します。できることを増やし、継続する力を育てます。

家族支援

・療育内容の説明、お子様との適切な関わり方を助言します。
・ご家族の悩みや困りごとの相談を受け、対応について助言を行うとともに、
　支援の中で具体的な対策に取り組みます。
・ご家族等が参加できる研修会やイベントの情報提供を行います。・親子交流
　会を開催し、保護同士の交流の機会を設けます。

移行支援

・集団生活に必要な生活動作の基本を身につけ、学習姿勢を形成し、
　就学に向け円滑な移行を目指します。

地域支援・地域連携

〇関係機関との会議等への参加、情報共有
〇ボランティア団体による活動の支援、交流
・マジックショー・わらべうた＆絵本読み聞かせ
・パステル等のアート活動/いろあそび鳥取クラブ
・指談の活動/ゆびさきの会

職員の質の向上

・積極的な研修参加
　福祉職員キャリアパス対応障害研修課程・障がい分野別基礎研修
　強度行動障がい支援者養成研修・医療的ケア児等コーディネーター養
  成研修
・内部研修の実施（嘔吐処理と利用者の対応、虐待防止研修、熱中症予
　防・対応研修）

・天気、日付の把握と確認による感覚・数の認知形成
・物質の変化、感覚の認知形成・空間把握の認知形成
・季節の変化、自然への興味等の感性形成

・朝の会で日にちや天気、1日の活動を共有し、見通しを持って安心して活動に参加できるよう支援します。
・粘土、スライム遊びで指先の感覚刺激、立体形成等想像豊かに遊び、脳の発達に繋がるようにしていきます。
・魚釣り、川遊び、大山へドライブ、公園遊び、自然のものを使った創作活動、旬の食材を使ったおやつ作り等、季節の変化や
　自然に興味を持ち、感性の形成を支援します。

・言語の表出と受容

・コミュニケーションの基礎的能力の向上

・コミュニケーションの手段の選択と活用

・終わりの会で自分の気持ちや、楽しかったことを得意な表現方法で周りの人へ伝え、人の話に耳を傾けることができ
　るようにしていきます。
・絵本の読み聞かせ、手遊び歌等から、言葉を聞く、字を読む、体の部位の理解、表情、動作を獲得し、基礎的なコミュニケー
　ション能力が身につくようにしていきます。
・言葉、視線、指差し、身振り,絵カード、指談等、多様なコミュニケーション手段を選択し、環境の理解や意思の伝達ができる
　ようにしていきます。

・愛着の形成と安定

・遊びを通じた社会性の促進

・自己の理解と行動の調整

・1対１で関わる場面を設け、できたこと得意なことをたくさん褒めて自己肯定感を高め、環境に対する安心感、自分や人に対す
　る信頼感が育つようにしていきます。
・異年齢の小集団の中で、遊びや活動を通じて人の動きを模倣することにより、社会性や対人関係が芽生えるようにしていきま
　す。
・大人を介在して自分のできることや苦手なことなど、自分の特徴を理解し、気持ちや急激な感情や動きの調整ができるように
　していきます。

営業時間 送迎実施の有無

ね　ら　い 支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の把握、維持、対応
・生活のリズム、生活習慣の形成
・基本的生活スキルの獲得

・看護師による健康観察、医療的ケアを行います。
・個のリズムに寄り添いながら、1日の流れに沿った生活習慣を身につけるようにしていきます。
・食事動作・排泄の自立、衣服の着脱等、基本的な生活動作を一つずつ身につけることができるようにしていきます。

・姿勢保持
・運動・動作の基本的技能の向上
・指先トレーニング

・理学療法士が正しい姿勢の声掛け、環境調整を行います。
・ラジオ体操、サーキット遊び、バランスボール、ハンモック、空手、ダンス活動で体幹を鍛えバランス良く体を使う習慣が身
　につくようにしていきます。
・パズル、ひも通し、ボタンかけ、ポンポン手芸、パステルアート等、指先の細やかな動きの遊びや活動を楽しめるようにして
　いきます。

法人（事業所）理念 障がいといわれる特性を有した人たちと、共に時間を過ごし、共に笑い、共に悲しむ職員が、共に過ごす空間を作り出す場としての「希望の星」でありたい。

支援方針

　　希望の星児童発達支援では、3つの育ちに力を入れています。

　 ・才能を育てる

　 ・生活力を育てる

　 ・豊かな感性を育てる
自然に触れ、五感を刺激する機会を設けます。創作活動を通して自分の世界観を形にする経験を大切にし、表現する楽しさから豊かな感性を育むとともに、
人を思いやる心を育てます。

事業所名 希望の星　児童発達支援 支援プログラム 作成日


